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組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

す
べ
て
の
組
合
員
を
担

い
手
に
、
職
場
か
ら
労
働

組
合
を
強
く
大
き
く
し
よ

う
と
、
県
本
部
組
織
集
会

が
２
月
１９
日
・
２０
日
、
蒲

郡
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
、
全
体
講
演
と
し
て
、

自
治
労
連
本
部
・
後
藤
組
織
局

長
よ
り
、
国
家
公
務
員
制
度
改

革
推
進
本
部
事
務
局
が
だ
し
た

「
自
律
的
労
使
関
係
制
度
に
関

す
る
改
革
素
案
」に
ふ
れ
、「
労

働
基
本
権
回
復
」
を
見
す
え
、

量
的
に
は
「
雇
用
形
態
を
問
わ

ず
職
場
過
半
数
労
働
者
の
組

織
」を
め
ざ
し
、
質
的
に
は「
職

場
の
全
労
働
者
を
視
野
に
し
た

運
動
と
要
求
・
交
渉
・
妥
結（
協

約
締
結
）
が
で
き
る
組
織
」
を

め
ざ
す
と
り
く
み
を
強
め
よ
う

と
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

実
践
報
告
で
は
、「
話
を
す

る
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
を
大
切

に
し
た
執
行
委
員
会
の
運
営

や
、
勤
通
大
の
受
講
な
ど
次
世

代
育
成
に
と
り
く
み
全
員
参
加

型
の
運
動
を
実
践
し
て
い
る
岩

倉
市
職
。
自
治
労
連
共
済
を
、

書
記
ま
か
せ
で
な
く
担
当
役
員

を
配
置
し
、
単
組
独
自
の
セ
ッ

ト
型
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
期
間
を
工

夫
し
、
新
採
や
非
正
規
職
員
に

も
積
極
的
に
加
入
を
は
た
ら
き

か
け
る
な
ど
、
共
済
と
セ
ッ
ト

で
組
織
拡
大
を
し
て
い
る
蒲
郡

市
職
。
メ
ン
タ
ル
疾
患
に
よ
る

休
職
者
が
増
加
す
る
な
か
で
、

本
庁
残
業
パ
ト
ロ
ー
ル
・
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
人
員
要
求

に
つ
な
げ
る
安
全
衛
生
活
動
の

と
り
く
み
を
名
古
屋
市
職
労
が

報
告
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
す
べ
て
の

単
組
で
、
新
規
採
用
者
の
１
０

０
％
組
織
化
や
、
１
万
人
の
非

正
規
公
共
労
働
者
の
組
織
化
を

視
野
に
大
規
模
な
対
話
・
懇
談

活
動
を
す
す
め
る
な
ど
の
提
起

が
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
、
記
念
講
演
に
立
っ
た

龍
谷
大
学
法
学
部
教
授
の
脇
田

滋
さ
ん
か
ら
、
韓
国
で
は
有
期

雇
用
労
働
者
も
２
年
経
過
す
る

と
正
規
雇
用
に
転
換
さ
れ
る
例

な
ど
を
あ
げ
な
が
ら
、
日
本
と

韓
国
の
非
正
規
労
働
の
歴
史
や

運
動
の
実
態
と
問
題
点
を
は
な

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

名
古
屋
水
道
検
針
員
労
組
の

組
織
拡
大
と
退
職
年
齢
の
改
善

要
求
の
と
り
く
み
、
あ
い
ち
公

務
公
共
評
の
再
建
し
て
１
年
間

の
報
告
、
名
古
屋
関
連
労
組
、

臨
時
保
育
士
、
通
達
員
な
ど
非

正
規
の
仲
間
か
ら
、
仕
事
に
誇

り
を
持
ち
、
処
遇
改
善
に
む
け

が
ん
ば
る
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
と
め
に
柳
副
委
員
長
か

ら
「
非
正
規
を
含
む
職
場
に
い

る
す
べ
て
の
労
働
者
を
視
野

に
、
新
採
１
０
０
％
組
織
化
と

職
場
か
ら
の
運
動
を
す
す
め
よ

う
」
と
全
体
で
決
意
を
固
め
合

い
ま
し
た
。

蒲
郡
市
職
員
組
合

で
は
、
毎
年
、
新
規

採
用
予
定
者
の
研
修

最
終
日
に
「
組
合
説

明
会
」
を
開
催
。
今

年
は
、２
月
２２
日
に
、

２０
人
を
対
象
に
お
こ

な
い
ま
し
た
。
毎
年

恒
例
で
採
用
２
〜
３

年
目
の
先
輩
が
、
組

合
役
員
と
一
緒
に
参

加
。
今
年
は
４
人
の

先
輩
が
駆
け
つ
け
、
是
非
加
入

し
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
訴
え
ま
し

た
。先

輩
組
合
員
は
ち
ょ
っ
と
て

れ
な
が
ら
も
、「
み
な
さ
ん
が

安
心
し
て
職
務
に
専
念
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
組
合
は

し
て
い
ま
す
」「
組
合
は
労
働

者
の
権
利
。
組
合
が
あ
る
こ
と

で
正
規
は
も
と
よ
り
、
声
を
あ

げ
づ
ら
い
非
常
勤
の
待
遇
改
善

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」「
組

合
の
力
は
組
合
員
さ
ん
の
数
が

勝
負
。是
非
、入
っ
て
欲
し
い
」

と
真
剣
に
訴
え
ま
し
た
。
役
員

か
ら
は
、
自
治
労
連
共
済
な
ど

福
利
厚
生
に
つ
い
て
も
説
明
。

「
こ
の
場
で
意
思
表
示
を
し
て

欲
し
い
」
の
訴
え
に
、
始
め
の

う
ち
は
躊
躇
す
る
気
持
ち
が
痛

い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
１
人
２
人
と
決
意
さ
れ
、

最
終
的
に
は
１７
人
の
方
が
意
思

表
示
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
！
」と
実
感
で
き
る
よ
う
な
、

４
月
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
と
１
０

０
％
加
入
が
、次
の
課
題
で
す
。

蒲蒲郡郡市市職職
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港港

職職

労労

２
月
１６
日
、
臨
時
大
会
を
開

催
し
３４
人
の
代
議
員
が
参
加
。

春
闘
方
針
で
は
、
賃
金
確
定
闘

争
や
、
全
国
で
の
た
た
か
い
を

紹
介
し
、「
最
初
か
ら
諦
め
ず

に
た
た
か
っ
て
い
る
。
無
理
だ

と
思
わ
ず
運
動
に
参
加
し
て
閉

塞
感
を
打
破
し
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。
春
闘
方
針
や
春
闘
要

求
を
決
定
し
、
委
員
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
春
闘
要
求
書
は
翌
日
の

団
体
交
渉
で
提
出
し
ま
し
た
。
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豊豊
川川
市市
職職
労労

毎
月
１
回
の
ラ
ン
チ
学
習
会

を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
２
月
の
テ
ー
マ
は
「
１１
春

闘
の
特
徴
と
課
題

労
働
基
本

権
回
復
の
運
動
を
中
心
に
」。

２
月
１７
日
、
県
本
部
村
田
書
記

次
長
を
講
師
に
２５
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

賃
下
げ
法
案
に
反
対
し
、
労

働
基
本
権
の
１
日
も
早
い
回
復

を
目
指
し
、職
場
決
議
や
署
名
、

批
准
投
票
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

豊
橋
市
職
労
で
は

２３
日
の
中
央
委
員
会

に
む
け
て
春
闘
方

針
・
要
求
（
案
）
を

全
職
場
・
全
組
合
員

で
討
議
す
る
春
の
総

学
習
（
職
場
集
会
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
か
ら
は
「
給

料
が
下
が
る
中
、
人

件
費
を
削
減
し
、
職

員
数
ま
で
減
ら
す
と

い
う
の
は
不
当
で
あ

る
」「
景
気
回
復
・

社
会
保
障
安
定
の
た

め
、
雇
用
の
増
大
、

賃
上
げ
を
図
る
べ

き
」
と
の
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
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豊豊
橋橋
市市
職職
労労

すす
べべ
てて
のの
労労
働働
者者
にに

加加
入入
をを
働働
きき
かか
けけ
よよ
うう

県県本本部部
組組織織集集会会

’１１１１
春
闘闘
の
と
り
く
み

反反貧貧困困フフェェススタタ
～～つつななががろろうう��
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�
組
合
は
労
働
者
の
権
利
�

先
輩
か
ら
の
訴
え
に
１７
人
が
加
入
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たた
めめ
ここ
んん
だだ
内内
部部
留留
保保
をを

労労
働働
者者
・・
下下
請請
けけ
・・
地地
域域
にに
還還
元元
せせ
よよ

第第３３２２回回
トトヨヨタタ総総行行動動

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
社
会
的
責

任
を
迫
る
「
第
３２
回
ト
ヨ
タ
総

行
動
」
が
、
２
月
１１
日
、
豊
田

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
豊
田
市
内
で
の

ビ
ラ
配
布
や
、ト
ヨ
タ
本
社
前
・

刈
谷
駅
・
名
古
屋
駅
ミ
ッ
ド
ラ

ン
ド
前
で
の
宣
伝
行
動
が
と
り

く
ま
れ
、
午
後
か
ら
は
、
豊
田

市
・
山
の
手
公
園
で
総
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
、
雪
が
降
り
積

も
る
中
、
全
国
か
ら
１
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
榑
松
佐
一
・

愛
労
連
議
長
は
「
不
況
を
声
高

に
言
う
日
本
の
大
企
業
は
、
巨

額
な
内
部
留
保
を
４
４
２
兆
円

も
蓄
積
し
、
ト
ヨ
タ
は
１３
兆
円

も
た
め
込
ん
で
い
る
。
一
方
、

中
小
下
請
企
業
は
、
仕
事
が
半

減
す
る
な
か
で
、
さ
ら
に
単
価

引
き
下
げ
が
押
し
つ
け
ら
れ
、

廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
会
社

も
少
な
く
な
い
。
労
働
者
の
賃

下
げ
や
、
下
請
単
価
の
切
り
下

げ
で
、
内
部
留
保
を
大
幅
に
増

や
し
て
き
た
こ
と
が
、
消
費
不

況
を
長
引
か
せ
て
い
る
」
と
指

摘
。「
い
ま
こ
そ
ト
ヨ
タ
の
内

部
留
保
を
は
き
出
さ
せ
、
１１
春

闘
で
賃
上
げ
と
同
時
に
、
下
請

単
価
の
引
き
上
げ
と
中
小
企
業

を
支
援
し
て
雇
用
を
拡
大
す
る

こ
と
が
重
要
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

全
労
連
・
小
田
川
義
和
事
務

局
長
が
「
大
企
業
の
身
勝
手
に

対
し
、
も
っ
と
怒
り
と
声
を
大

き
く
し
て
行
こ
う
」
と
連
帯
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

集
会
決
議
を
採
択
し
、
ト
ヨ

タ
に
む
け
「
ト
ヨ
タ
は
内
部
留

保
を
社
会
に
還
元
せ
よ
」「
下

請
単
価
の
削
減
を
や
め
よ
」
と

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
ま
し

た
。�

守
ろ
う
子
ど
も
の
笑
顔
と

い
の
ち
�を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
尾

北
・
一
宮
保
育
の
つ
ど
い
」
が

２
月
１３
日
、
犬
山
市
で
開
催
さ

れ
１
７
０
人
が
参
加
。

垣
内
国
光
・
明
星
大
学
教
授

の
講
演
で
は
、
国
が
検
討
を
す

す
め
て
い
る
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
危
険
な
内

容
が
、
保
育
の
実
践
を
交
え
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
絵
本

作
家
の
正
高
も
と
こ
さ
ん
か
ら

「
絵
本
の
た
の
し
み
」
と
題
し

て
講
演
。
保
育
の
中
で
の
「
絵

本
の
選
び
方
」
な
ど
の
お
話
が

あ
り
、
参
加
者
か
ら
「
参
加
し

て
良
か
っ
た
」「
来
年
も
開
催

し
て
」
と
好
評
で
し
た
。

子
ど
も
の
笑
顔
と

い
の
ち
を
守
り
た
い

安くて
安心

自
治
労
連

�����
病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月� つ

ど
い
に
１
７
０
人
が
参
加

２
月
１２
日
、
名
古
屋
市

北
区
で
、
県
本
部
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
を
開
催
し
、
１０

チ
ー
ム
約
１
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

各
５
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ

戦
を
行
い
、
Ａ
リ
ー
グ
は

豊
橋
市
職
労
サ
ッ
カ
ー
部

と
名
水
労
が
。
Ｂ
リ
ー
グ

は
、
港
職
労
と
犬
山
市
職

労
が
勝
ち
上
が
り
ま
し

た
。
準
決
勝
は
、
両
試
合

と
も
時
間
内
で
決
着
つ
か

ず
に
延
長
選
へ
。
紙
一
重

の
勝
利
で
豊
橋
と
港
職
労

が
決
勝
に
進
み
、
昨
年
と

同
じ
顔
合
わ
せ
に
。
決
勝

で
は
先
制
し
た
豊
橋
が
優

位
に
試
合
を
す
す
め
、
４

―
１
で
快
勝
。
２
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。

県
本
部
女
性
部
は
２
月
１８

日
、
愛
知
県
市
長
会
と
町
村
会

に
、
春
闘
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

総
務
省
の
「
新
地
方
行
革
指

針
」
に
基
づ
く
画
一
的
な
定
員

削
減
を
行
わ
ず
、
住
民
生
活
に

密
着
し
た
部
門
の
人
員
を
正
規

職
員
で
増
や
す
こ
と
や
、
非
正

規
労
働
者
の
賃
金
労
働
条
件
を

正
規
職
員
と
均
等
に
す
る
こ

と
。
臨
時
・
非
常
勤
職
員
を
ふ

く
め
全
職
員
に
、
育
児
・
介
護

休
暇
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
早
期

廃
止
や
、
国
保
料
の
国
庫
負
担

率
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
よ
う

国
に
要
望
す
る
こ
と
。
ま
た
、

公
的
保
育
制
度
を
堅
持
・
拡
充

す
る
こ
と
な
ど
、
憲
法
を
生
か

し
て
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
ま

し
た
。

市
長
会
・
町
村
会
へ

春
闘
要
請
行
動
県本部
女性部

１
０
１
８
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
ネ
ン
ガ
ジ
ョ
ウ
」
で
し

た
。
６６
通
の
応
募
が
あ
り
、
６５

人
が
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

平
野

雅
継（
名
古
屋
市
職
労
）

川
瀬

聡
（
名
古
屋
市
職
労
）

久
我

秀
之（
名
古
屋
市
職
労
）

中
井

県
次（
名
古
屋
市
職
労
）

樋
口

竜
浩（
名

水

労
）

森
岡
八
千
代（
学

事

労
）

松
本

幸
司（
豊
橋
市
職
労
）

村
松

裕
樹（
豊
橋
市
職
労
）

坂
神

真
吾（
豊
橋
市
職
労
）

犬
塚

隆
三（
豊
橋
市
職
労
）

仲
宗
根
ギ
リ
ェ
ー
ル
メ
寛
実

（
豊
橋
市
職
労
）

下
條
由
香
子（
豊
川
市
職
労
）

新
美
め
ぐ
み（
蒲

郡

市

職
）

竹
内

直
美（
半

田

市

職
）

長
谷

芳
枝（
西

尾

市

職
）

梅
村

岳
（
瀬
戸
市
職
労
）

大
野

友
子（
春
日
井
市
職
労
）

伊
藤

哲
司（
春
日
井
市
職
労
）

井
内

理
恵（
春
日
井
市
職
労
）

大
洞

友
輝（
犬
山
市
職
労
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

３
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

豊橋市職労サッカー部２連覇！
―県本部フットサル大会―

雪の中、トヨタは社会的責任を果たせとシュプレヒコールをする参加者

保育士さんたちによるダンス


